
1

20032003年度年度 中間決算説明資料中間決算説明資料

２００３年 １１月



2

2003年度 連結中間決算の概要
（億円）

'03中間期 '02中間期 増減 増減率
受 注 高 12,335 8,105 4,230 52.2%
売 上 高 10,000 10,901 △ 901 △8.3%
営 業 損 益 105 265 △ 160 △60.4%
経 常 損 益 △ 94 25 △ 120 - 
特 別 損 益 △ 20 7 △ 28 - 
税引前 損益 △ 114 33 △ 148 - 
当 期 損 益 △ 104 6 △ 110 - 

特別損益( △20 )の内訳：事業改善・再構築に係る特別対策費



3

中間期 業績比較 (営業損益・経常損益）

営業損益 増減要因 △160億円

･売上高減少の影響 △330億円　
　　　　　　　　　　　　　　　　

･為替の影響 △ 32億円

ﾄﾞﾙ@¥122(’02.中間期 ) → @¥119 (’03.中間期 )  他

･ｺｽﾄ増減 +  202億円

･一時金･支給対象期間変更による影響 +135億円

･費用低減 +106億円
(人員減少による費用減 +56億円 他)

･退職給付債務･数理差異 増加 △39億円
(2002年度末発生数理差異の当期償却増加分)

経常損益 増減要因 △120億円

　･営業利益減少 △160億円 (左記の通り)

　･営業外損益 　 +   39億円 　

･為替差損益 + 53億円

(参考)
ﾄ ﾞﾙ@¥120(’02.期末日)→@¥111(’03.中間期末日)他

@¥133(’01.期末日)→@¥122(’02.中間期末日)他

･金融収支(支払利息減少 他）　 +10億円

･その他(固定資産処分損 他) △24億円

（損益表示：億円）

増減（A)-(B）

(売上高比率) (売上高比率)

10,000 10,901 △901

1,394 (14%) 1,670 (15%) △275

105 (1%) 265 (2%) △160

為替差損 △139 △193 ＋53

営業外 金融収支 △35 △45 ＋10

損益 その他 △25 △1 △24

計 △199 (-) △239 (-) ＋39

△94 (△1%) 25 (0.2%) △120

営業損益

経常損益

(A)2003年度中間期 (B)2002年度中間期

売上高

粗利益
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連結セグメント別の状況(2003年度中間期実績)

受注高

原動機
34%

中量産品
28%

機械･鉄構

16%

船舶・海洋

11%

航空・宇宙

7%

その他
4%

12,335億円

1,361億円

4,180

2,020

903

3,426

443

売上高

原動機
22%

中量産品
34%

航空・宇宙

16%

機械･鉄構

14%

船舶・海洋

10%

その他
4%

10,000億円

1,023億円

2, 244

1,4301,588

3,355

357
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海外地域別連結売上高

2002年度中間期実績

中近東

7%
中南米

8%

西欧
25%

アジア
21%

その他
4%

北米
35%

海外売上高

4,249億円

330
903

286

1,085

166

1,475億円

2003年度中間期実績

北米
30%

中南米
13%アジア

27%

西欧
18%

その他

7%

中近東

5%

海外売上高

3,942億円

1,179億円

523

1,053

212

693

280
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貸借対照表
負債・資本負債・資本
及び少数株主持分

資産
及び少数株主持分 (億円)

12709 12791

8328

14130 11338

3846

146
127

6615

3085

'02末 '03中間

前受金

その他   

流動負債

固定負債

少数株主 

持分

資本

負債増減(△317):
前受金+761、買入債務△542、有利子負債△276 他

資本増減( ＋81):評価差額金+268、利益剰余金△195  他

’02 ’03中間

･自己資本比率 34.7%→35.1%12775 13131

4161 4058

10544 8809

104519188

'02末 '03中間

棚卸資産

売上債権

その他   

流動資産

固定資産

36450  

流動資産

23893

36668 36668 36450

資産増減(△218)
売上債権△1734、棚卸資産+1262 、
投資有価証券＋452 、繰延税金資産△123 他

流動資産

23318

負債

23831
負債

23513
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有利子負債・ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

536

428

695

949

1140

946

'01 .1H '02 .1H '03 .1H

ﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ (億円)

‘03中間期の概要

•営業ｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰは前年同期

並みの949億円となった。

•投資ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰは前年同期

から支出が減少し、△413億円

となった。

•この結果、ﾌﾘｰ･ｷｬｯｼｭﾌﾛｰは
536億円となり、前年同期から

107億円増加した。

営業ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

'03中間 '02中間 増減
営業ＣＦ 949 946 2 
投資ＣＦ △ 413 △ 517 104 
フリーＣＦ 536 428 107 
財務ＣＦ △ 441 △ 447 5 

＊＊CF=CF=ｷｬｯｼｭﾌﾛｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ

有利子負債有利子負債 (億円)

2657
2428

2442 2373

8787
7842

8579
7650

'01 '02.1H '02 '03.1H

10,499 10,952
10,079

(

単
独)
(

連
結)

11,229
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研究開発費

1136 1159
1066

970

30
28

2626

FY'00 FY'01 FY'02 FY'03

・主力分野を中心に
効率的な研究開発
投資を実施

･民間小型ｼﾞｪｯﾄ機

･次世代ｶﾞｽﾀ-ﾋﾞﾝ
他

(億円)

減価償却費･設備投資

715
557

667 672 672
815

690 700

292
425

298

376

310
450

407
278

減価償却費

設備投資

･生産設備の拡充を
中心に減価償却費を
上回る設備投資継続

・交通ｼｽﾃﾑ(APM)車両
生産(組立)体制整備

・工作機械､生産体制
を再編･効率化

(栗東工場に一元化) 

･欧州子会社､小型ﾀ-ﾎﾞ
増産対応 他

(億円)

10941162 1185

FY’00 FY’01 FY’02 FY’03

970

1191

993
964 959

下段は単独 →

上段は →

連結子会社等

上段は →

連結子会社等

下段は単独 →

1097

1000

1000

1150
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2003年度 単独中間決算の概要
（億円）

'03中間期 '02中間期 増減 増減率
受 注 高 10,019 5,967 4,051 67.9%
売 上 高 7,873 8,901 △ 1,028 △11.5%
営 業 損 益 △ 87 206 △ 294 -  
経 常 損 益 △ 238 △ 33 △ 205 -  
特 別 損 益 △ 20 18 △ 38 -  
税引前損益 △ 259 △ 15 △ 244 -  
当 期 損 益 △ 168 △ 8 △ 159 -  

特別損益( △20 )の内訳：事業改善・再構築に係る特別対策費



10

船舶・海洋

売上高売上高 営業損益営業損益

[事業環境･受注]

•海運市況は上向き､2003年前半の世界の
新造船発注量は増加

•中間期はｺﾝﾃﾅ船12隻､自動車運搬船3隻､
VLCC1隻､計16隻を受注
(手持 56隻､内 LNG船 5隻)

[売上/損益]

•中間期は､輸出船売上の減少等により減収､
損益は客船のｺｽﾄ増加の他､債権貸倒れ
の発生により前年同期を下回り､赤字｡

[トピックス]

•人員削減等固定費圧縮を継続

(事業人員) 5,380→5,160→4,940人→4,790人
(‘01/4)     (’02/4)    (’03/4)       (’04/4予定)

＜ 通期業績見通し：受注 /売上 / 損益 ＞

FY‘03見通し： 2600  / 2000 /  △75
( 期初 2500  / 2000  /   　 70)

FY‘02実績 ： 2570  / 2658 /  111

( 輸出比率 (単独) )
54.6%     34.9%   89.3%    　　　　　　　63.9% 57.2% 63.4%

(隻数 (単独） )
7隻 26隻 16隻 　　　　　　 6隻 18隻 8隻

(180KGT)(1,152KGT) (1141KGT) (423KGT)  (770KGT)  (435KGT)

(億円)

2570

1361

2600

715

'02.1H FY'02 '03.1H FY'03

受注高

2658

1023

2000

1234

'02.1H FY'02 '03.1H FY'03

111

△25

△75

5

'02.1H FY'02 '03.1H FY'03
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原動機

売上高売上高 営業損益営業損益

(億円)

受注高

[事業環境･受注]

•国内は､電力関連の設備投資抑制が続き､
依然厳しい事業環境

•海外は､ｱｼﾞｱ･欧州が比較的堅調

•中間期は､ｶﾞｽﾀ-ﾋﾞﾝ･ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞｻｲｸﾙ発電設備
をはじめ､ｱｼﾞｱ･欧州向大型商談を受注する
など輸出が伸長、前年同期比で大幅増加

[売上/損益]

•中間期は､事業用･産業用国内工事の他､
ｶﾞｽﾀ-ﾋﾞﾝなど輸出工事の売上も減少し､
部門全体でも前年同期比で減収･減益

[トピックス]

•ﾀｲ最大規模の石炭焚き発電ﾌﾟﾗﾝﾄを受注

•世界最大のｶﾞｽﾀ-ﾋﾞﾝｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞｻｲｸﾙ発電

ﾌﾟﾗﾝﾄを､台湾電力公司より受注

•米国向・1,000kW風力発電設備160基を受注

＜通期業績見通し： 受注 /売上 / 損益＞

FY‘03見通し： 7200  / 5500 /  260
(期初 7000  / 5500  /  300)

FY‘02実績 ： 6083  / 6462 /  519

(ｶﾞｽﾀ-ﾋﾞﾝ手持受注台数 (単独) )

46台 41台 55台
(内北米向)

12台 4台 4台

6083

4180

7200

1493

'02.1H FY'02 '03.1H FY'03

6462

2244

5500

2924

'02.1H FY'02 '03.1H FY'03

519

31

182

260

'02.1H FY'02 '03.1H FY'03
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機械・鉄構

売上高売上高 営業損益営業損益

(億円)

受注高

[事業環境･受注]

•国内は公共投資予算縮減傾向が継続､
海外はｱｼﾞｱを中心に案件活発化

•中間期は､環境装置(廃棄物処理装置)で
当社初のPCB処理装置を受注するなど､

国内向けが増加した他､ ｱｼﾞｱ･中近東向の
輸出が伸長し､ 前年同期比で大幅増加

[売上/損益]

•中間期は､台湾新幹線の売上計上開始など

輸出工事が増加し､部門全体では前年同期比

で増収｡
下半期の売上が大きく､固定費回収不足に
より､ 損益は前年同期と同様､赤字

[トピックス]

•環境装置 :当社初のｶﾞｽ化溶融炉を受注
(2003.10)

•風力機械 :ｱｼﾞｱ･中近東向各種ﾌﾟﾗﾝﾄ用
ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ-を連続受注

＜通期業績見通し：受注 /売上 / 損益 ＞

FY‘03見通し： 4600  / 4800 / 120
(期初 4900  / 4800  / 120)

FY‘02実績 ： 3885 / 4187 / 100

3885

2020

4600

1191

'02.1H FY'02 '03.1H FY'03

4187

1430

4800

1212

'02.1H FY'02 '03.1H FY'03

100

△96

120

△68

'02.1H FY'02 '03.1H FY'03
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航空･宇宙
(億円)

売上高売上高 営業損益営業損益受注高
[事業環境･受注]

•防衛関係は､今年度予算でほぼ例年並みの
水準を確保

•中間期は､民間機関係が需要回復遅れに
より減少､部門全体でも微減

[売上/損益]

•中間期は､民間機関係でﾋﾞｼﾞﾈｽｼﾞｪｯﾄ機

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴｸｽﾌﾟﾚｽ等の引渡機数が減少した
ほか､防衛関係も開発工事等が減少した為、

部門全体でも前年同期比 減収･減益

[トピックス]

•ﾎﾞ-ｲﾝｸﾞ新型機｢7E7｣の機体開発参加企業に

選定(2003.6)
•ｱﾘｱﾝｽﾍﾟ-ｽ､ﾎﾞ-ｲﾝｸﾞと商業衛星打上げｻ-ﾋﾞｽ

での国際協業に合意(2003.7)

＜通期業績見通し： 受注 /売上 / 損益＞

FY‘03見通し： 4500  / 3800 /  245
(期初 4500  / 3800  /  280)

FY‘02実績 ： 4412  / 5067 /  409

<引渡機数>

B777： 18機 36機 21機

4412

903

4500

952

'02.1H FY'02 '03.1H FY'03

5067

1588

3800

1888

'02.1H FY'02 '03.1H FY'03

409

108

245

187

'02.1H FY'02 '03.1H FY'03
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中量産品

915

1941

934

2044

980

1347

2852

1440

2300

1800

1062

3100

'02 .1H FY'02 '03 .1H FY'03

汎特

冷熱

産機

△76

△34

23

60

'02 .1H FY'02 '03 .1H FY'03

売上高売上高 営業損益営業損益

[事業環境･受注]

•海外は低迷していた米国の需要が徐々に
回復､ｱｼﾞｱは中国向を中心に需要旺盛

•中間期は､国内が景気低迷の影響で厳しい
状況であったが､中国向の産業機械輸出が
増加し､部門全体では前年同期比増加

[売上/損益]

•中間期は､印刷機械等､産業機械で中国を
中心とするｱｼﾞｱ向けの輸出売上高が増加し､
部門全体でも前年同期比で増収･増益 (黒字)

[トピックス]

•工作機械:栗東工場に最新鋭工場完成､生産
体制再編完了､2003.10より生産開始

•汎用機､冷熱:北米子会社(ﾌｫ-ｸﾘﾌﾄ､ｶ-ｴｱｺﾝ)
の業績が改善

＜通期業績見通し：受注 /売上 / 損益 ＞

FY‘03見通し： 7000  / 7200 / 60
(期初 7000  / 7200  /     50)

FY‘02実績 ： 6773  / 6838 /   △34

3325 3355

(億円)

受注高

912

1831
1003

1086

2035
1258

2907

2000

1900

1031

3100

1391

'02 .1H FY'02 '03 .1H FY'03

汎特

冷熱

産機

3258 

6773

3426

6838
7000 7200
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その他
(億円)

317

724

357

700

'02 .  1H FY'02 '03 .  1H FY'03

34

46

63

80

'02 .  1H FY'02 '03 .  1H FY'03

売上高売上高 営業損益営業損益 ･建築･不動産

･情報･通信ｻ-ﾋﾞｽ

他

<通期業績見通し： 売上 / 損益>

FY‘03見通し 700 / 80
( 期初 700 / 30)

FY‘02 実績 724 /  46
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2003年度 通期の業績見通し(連結)
（年度） （単位：億円）

'02 '03

実  績 期初見通し 今回見通し 増減

受 注 高 24,809       27,000        27,000      -      

売 上 高 25,938       24,000        24,000      -      

営 業 損 益 1,153       850        690      △160      

経 常 損 益 781       600        300      △300      

税 引 前 損 益 661       600        300      △300      

当 年 度 損 益 343       350        150      △200      

◇為替ﾚｰﾄは１ﾄﾞﾙ=＠￥110、１ﾕｰﾛ=＠￥125の前提 (未確定32億ﾄﾞﾙ, 2億ﾕｰﾛ)

本資料のうち、業績見通し等に記載されている将来の数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであ
り、リスクや不確実性を含んでおります。従いまして、これらの業績見通しのみに依拠して投資判断を下すことは控える
ようお願い致します。実際の業績は様々な重要な要素により、これら業績見通しとは大きく異なる結果となり得ることを
御承知おき下さい。実際の業績に影響を与える重要な要素には、当社の事業領域をとりまく経済情勢、対米ドルをはじ
めとする円の為替レート、日本の株式相場などが含まれます。
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2003年度見通し(受注)

2727 1681 2570 1361 2600

7391
5960

6083 7000

4180

7200

3641
4241 3885

2020

4600

4327
4472 4412

903

4500

7112
6757 6773

7000

1201
1134 1083

1100

2500

4900

4500

3426

7000

443

1100

'00 '01 '02 '03期初 '03上期 '03今回

（億円） 上期の実績
<連結受注の推移：セグメント別>

船海

原動機

26,403
24,249 24,809

27,000

機械・
鉄構

航空機・
宇宙

中量産品

その他

【 受注高 】 (億円)

'00 '01 '02 '03期初 '03 '03上期 '03下期

見通し 見通し 実績 見通し

連 結 26,403 24,249 24,809 27,000 27,000 12,335 14,665

単 独 22,138 19,704 20,507 22,000 22,000 10,019 11,981

(うち輸出) (7,870) (6,875) (6,134) (9,000) (9,500) (6,103) (3,546)

27,000
6年ぶりに1兆円超過（単独）

・減少：機械・鉄構▲300億円

12,335

船舶・海洋、原動機の輸出伸長により
セグメント別内訳を見直し

総　　　　括

・増加：船舶・海洋＋100億円、原動機＋200億円

顧客から評価された技術力で輸出伸長

・輸出大型コンテナ船を一括受注

・大型火力発電プラントの相次ぐ成約

・中国向輸出等が好調

今後の展開

国内受注確保と輸出次期商談対応

1.原動機： ・国内/輸出向サービス工事の確保

・下期発注が多い官公需商談の確保

14268 12828
14373

3916

12500

7870
6875

6134 9000

6103

9500

13000

'00 '01 '02 '03期初 '03上期 '03今回

（億円） <単独受注の推移：国内・輸出別>

国内

輸出

22,138
19,704

20,507
22,000

・ｱｼﾞｱ・欧米向大型商談への取り組み
22,000

（3,020億円）

10,019

2.機械・鉄構：
（2,580億円）

・輸出案件の確実なフォロー

3.航空機・宇宙： ・下期発注が多い防衛商談の確保
（3,597億円）

4.中量産品： ・好調な中国を中心に輸出拡大
（3,574億円）
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2003年度見通し (売上）

’00 ’01 ’02 ’03 ’03 ’03上期 ’03下期

期初見通し 今回見通し 実績 今回見通し

連結 30,450 28,639 25,938 24,000 24,000 10,000 14,000
単独 26,377 23,886 21,717 19,000 19,000 7,873 11,127

2937 2900 2658 2000 2000

9003 8997
6462

5500 5500

5412 4300

4187
4800 4800

5222
4720

5067
3800 3800

7170

6969

6838

7200 7200

702

752

724

700 700

30450
28639

25938
24000 24000

　◇期初見通しからの変更なし

　　　・受注品は確定工事が多く、中量産品の
　　　・受注もほぼ計画通り。

　　　・売上高全体における為替ﾚｰﾄの影響は軽微

売上（連結）

手持ち受注残

（億円）

’00 ’01 ’02 ’03
期初見通し

’03
今回見通し

　◇好調な受注により、受注残高が増加に
転じる。

　　 ’04以降の収益のベースとなる売上規模
の拡大に結びつける。

＜連結売上の推移：セグメント別＞

船海

原動機

機械
鉄構

航空機

宇宙

中量産品

その他

＜手持ち受注残高＞

37942

34894
36300

33281

’03
上期実績

1023
2244

1430
1588

3355

357
10000

’00 ’01 ’02 ’03末見通し

売 上
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2003年度見通し (損益)

▲41
54

111 70

▲75

290

315

519

300

260

84

95

100

120

120

328

333

409

280

245

4

▲82 ▲34

50

60

82

69

46

30

80

▲203

264
343 350

748

786

1,153

850

690

▲25
31

▲96

108

23
63

150

▲104

105

’00 ’01 ’02 ’03 ’03 ’03上期 ’03下期

期初見通し 今回見通し 実績 今回見通し

営業損益 748 786 1,153 850 690 105 585
経常損益 632 679 781 600 300 ▲94 394
税引前損益 ▲51 480 661 600 300 ▲114 414
当年度損益 ▲203 264 343 350 150 ▲104 254

連結

’00

’01 ’02 ’03
期初見通し

’03
今回見通し

営業
　損益

当年度
損益

2.7%

4.4%
3.5%

0.9%
1.3% 1.5%

2.5%
2.9%

▲0.7%

0.6%

営業
損益率

当年度
損益率

　◇期初見通しを変更

　　　①為替の影響
　　　　　　　　　　（営業損益▲180，営業外損益▲140，計▲320億円）

　　　②コストの増加　　（営業損益▲80億円）

　　　　　　　　客船建造ｺｽﾄ増加
　　　　　　　　東日本ﾌｪﾘｰ 会社更生法適用事案

　　　③連結子会社 一時金支給対象期間変更
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（営業損益＋100億円）

今後の展開

（億円）損益（連結）

【為替レート】
（年平均）

¥114/$ ¥122/$ ¥122/$ ¥120/$ ←（¥119/$）

　◇売上の確保
　　　　　（’03/上期 1兆円 ⇒ ’03/下期 1兆4000億円　［+4000億円］）

　◇ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理徹底による工事採算の確保

　◇販売費・一般管理費を含むｺｽﾄ改善

＜連結損益の推移：セグメント別＞

営業損益▲160億円
税引前損益▲300億円

船海

原動機

機械
鉄構

航空機

宇宙

中量産品

その他

¥114/$ （ ¥110/$）

’03
上期実績

損 益
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2003年度 通期の業績見通し(単独)

（年度） （単位：億円）

'02 '03

実  績 期初見通し 今回見通し 増減

受 注 高 20,507      22,000      22,000     -     

売 上 高 21,717      19,000      19,000     -     

営 業 損 益 1,030      670      410     △260     

経 常 損 益 651      500      100     △400     

税 引 前 損 益 545      500      100     △400     

当 年 度 損 益 301      300      50     △250     

一株当たり年 間配 当金 　　6.0円 　 　6.0円 　　 6.0円 -     

本資料のうち、業績見通し等に記載されている将来の数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであ
り、リスクや不確実性を含んでおります。従いまして、これらの業績見通しのみに依拠して投資判断を下すことは控える
ようお願い致します。実際の業績は様々な重要な要素により、これら業績見通しとは大きく異なる結果となり得ることを
御承知おき下さい。実際の業績に影響を与える重要な要素には、当社の事業領域をとりまく経済情勢、対米ドルをはじ
めとする円の為替レート、日本の株式相場などが含まれます。
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